
(別紙１)

テーマ 講師 概要

1
アーバニスト
魅力ある都市の創生者たち

東京大学 大学院工学系研究科
都市工学専攻 准教授 　中島直人

・アーバニストとは
・これからの時代に求められる都市専門家像

2 Sensuous City　～五感で感じるまちの魅力～
LIFULL HOME’S総研
所長　島原万丈

・従来の都市評価軸の問題点
・都市生活者目線の新しい物差しの提案

3
「リノベーションの発想による地域価値の再生」
～持続可能な社会環境のために～

株式会社ブルースタジオ
専務取締役　クリエイティブディレクター　大島芳彦

・「つくる」から「つかう」視点のまちづくり
・「敷地に価値なし、エリアに価値あり」の本質と手法

4 マネジメント時代のまちづくり
山口大学 大学院創成科学研究科
准教授　宋 俊煥（Junhwan SONG）

・日本のエリアマネジメントの取組事例と今後の方向性

5 行政が変わればまちが変わる
（一社）せんだいリノベーションまちづくり実行委員会 代表理事
ＵＲ都市機構 東北まちづくり支援事務所 参与　小島博仁

・公民連携の必要性と都市行政職員の志

6 世界で一番住みたい街から学ぶローカル都市経営学
MITSU YAMAZAKI LLC 代表
横浜国立大学 客員教授　都市計画家 　山崎満広

・ポートランドの住民主体まちづくりの仕掛け
・ローカル産業を創出する都市づくり

7 ワクワクする公共空間づくりの挑戦
有限会社ハートビートプラン
代表取締役　泉英明

・まちの変化を生む民間事業者・地域・行政との関係性

8
元国土交通省大臣官房技術審議官（都市局担当）
渡邉浩司

9
国土交通省都市局まちづくり推進課
官民連携推進室企画専門官　乃口智栄

※1

10 エリアビジョンづくり
竹原市 都市整備課
伊藤大輔

・行政と民間事業者の信頼関係の構築に向けたチャレンジ

11
札幌駅前通まちづくり　株式会社
元代表取締役社長　白鳥健志

12
NPO法人大丸有エリアマネジメント協会
中嶋美年子

※1

13
株式会社奏草舎取締役
株式会社Daisy Fresh代表取締役　中山拓郎

14
草加市自治文化部
副部長兼産業振興課長　高橋浩志郎

15
豊田市市長公室
特命担当副主幹　栗本光太郎

16
有限会社ハートビートプラン
取締役　園田聡

17
安城市企画部健幸=SDGs課
公民連携係長　前田晃佑

18
株式会社ワークヴィジョンズ
代表取締役　西村浩

19 都市アセット活用（公園）
国土交通省PPPサポーター　SOWINGS WORKS代表
元国土交通省公園・緑地課長　町田誠

・Park-PFI制度等の官民が連携した都市公園の整備・活用制度の概要

20
岡崎市都市政策部都市施設課
課長 　香村尚将

21
ミズベリング・プロジェクト ディレクター
建築設計事務所 Raas DESIGN主宰
水辺総研代表取締役　岩本唯史

22
空き家コンサルティング株式会社（A.C,inc）
代表取締役　金石成俊

23
株式会社テナワン
代表取締役　石田竜一

24 都市アップデート（モビリティ）
モビリティジャーナリスト
楠田悦子

・移動貧困社会を乗り越えるための次世代モビリティサービス ※2

25 都市アップデート（まちづくりDX）
 （一社）大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会
都市政策・ガイドライン部会長　重松眞理子

・持続可能なエリアマネジメント型スマートシティと官民の役割分担、アクションス
テップ

※2

26 循環型経済
株式会社ONE・GLOCAL
代表取締役　鎌田由美子

・ワーク・ライフ・インテグレーションによるこれからの暮らしの考え方、地域の潜
在価値の再発見・編集と地域共創によるサステイナブルなものづくり

※2

27 脱炭素・循環型社会
一般社団法人ゼロ・ウェイスト・ジャパン　代表理事
一般社団法人Green innovation 共同代表　坂野晶

・脱炭素社会および循環型社会の実現に向けたシステムの転換、行動変容を促
すデザイン

※2

28 多文化共生
NPO法人移住者と連帯する全国ネットワーク
事務局　崔洙連

・外国籍住民との共生に向けた現状と課題、自治体行政の可能性 ※2

29 福祉
社会福祉法人 麦の子会 理事長・総合施設長
北川聡子

・障害のある子ども・社会的養護の視点からみた現代社会の課題、多様性が尊
重される社会づくり

※2

30 福祉（バリアフリー住環境）
社会福祉法人横浜市総合リハビリテーションセンター
研究開発課主任　鈴木基恵

・誰もが健康な生活を送ることができる住環境づくり ※2

31 福祉・教育（子育ち環境）
横浜市立大学国際教養学部都市学系・
同大学院都市社会文化研究科　教授　三輪律江

・「まち保育」による地域コミュニティの醸成、こどもの成長と生活圏を意識したま
ちづくり

※2

32 組織
元四條畷市副市長
林有理

・新たな都市経営に向けた持続的な組織改革 ※2

33 ビジネス創出
株式会社URBANWORKS
代表取締役　後藤良子

・持続可能なまちを形成するエコシステムの構築 ※2

34 シビックプライド（プロモーション）
流山市役所総合政策部マーケティング課
課長　河尻和佳子

・マーケティング視点をもったシティプロモーション、シビックプライドの醸成 ※2

35 シビックプライド（空間）
東京理科大学
教授　伊藤香織

・まちで暮らすことから考えるこれからの都市空間 ※2

36 コミュニティ・ディベロップメント
PIAZZA株式会社
取締役　吉澤晶子

・デジタルとリアルを繋ぐ次世代の都市経営基盤としての地域コミュニティアプリ
の活用

※1

37 コミュニティ・ディベロップメント
東邦レオ株式会社
代表取締役社長　吉川稔

・これからを考える場づくり　コミュニティディベロップメントの実践

※1は当初講師からの変更、※２は追加講師

令和4年度　都市を創生する公務員アーバニストスクール　カリキュラム（案）

第１クール
（概論）

まちづくりにおける官民連携のこれから
・都市政策動向および制度
・これからの都市行政職員に求めるられる視点

エリアマネジメント
・エリアマネジメントの始め方、事業内容、実践・事務局人材の育成
・公民の役割分担や共創領域等について

都市アセット活用（河川）
・水辺空間の活用
・水辺を生かしたまちづくりの実践

都市アセット活用（民間不動産）
・空家等の利活用を起点としたエリア価値向上を図るまちづくり
・民間による不動産活用を通じた街おこしの取組（福井市）等について

第２クール
（空間創造）
（サステイナブ
ル）
（価値創造）

リノベーションまちづくり
・リノベーションまちづくりの実践
・そうかリノベーションまちづくりにより、地域に眠っていた人材が発掘され、新し
いライフスタイルの創出による取り組みについて

都市アセット活用（広場）
・広場空間の整備運営
・地域に眠っていた人材の発掘と新しいライフスタイルの創出
・市民プレイヤーの人的ネットワークの構築

都市アセット活用（ウォーカブル）
・道路空間の活用
・居心地が良く歩きたくなるまちなかづくりの実践


